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八
月
の
台
風
、

長
雨
の
影
響
が
少
な
く
、
 

豊
作
に
恵

ま
れ
、

ひ
と
安
心
。

農
家

に
と

っ
て
は
一
番
う
れ
し

い
時
期
で
す
。
 

乾
燥
調
製
に

細
心
の
注
意
を
払

い
、
良

質
米

を
確
保
し
、

消
費
者
に
お

い
し
い
「お

米
」
を
提
供
し

て
、
次
代
を
担
う
子
供
達
に

す
1
1ら
し

い
農
業
を
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

月

2
8日 
金
木

農
協

倉
庫
で

お
こ
な
わ
れ

た
米
の

初
検
査
 

次
代
に
引
き
継
ご
う
 

よ
い

米

づ

く
り
 



第
一

回
金
木
町

チ
ャ

リ
テ
ィ
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

マ
ラ
ソ
ン
 

熱闘10時問 
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さ
る
十
刀
四
H
、
芦
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

（
一戸
彰
会
長
）
と
金
木

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ

（
土岐
忠

久
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
第
一

．
「
ヤ
ッ
タ
ー
、ヒ
ツ
ト
だ
」
 

「
ハ
イ
、
5
0円
の
寄
付
デ
ス
」
 
 

回
金
木
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
、
芦
野

グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
に
百
メ
ー
ト
 

喝
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
寄
付
千
円

デ
ス
ョ
」
「そ
れ
じ
ゃ
ァ
、
サ
 

ー
ド
で
止
ま
ろ
ー
と
」
 
 

ル
の
防
球
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る

寄
付
事
業
で
、
主
催
側
が
各
団

体
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
こ
の

日
実
現
し
た
も
の
で
す
。
 

朝
七
時
、
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
 

参
加
者
約
」
丘
十
名
が
好
プ
レ
 

ー
、
珍
プ
レ

ー
の
続
畠
で
タ
方

五
時
ま
で
の
十
時
問
と
い
う
長

い
試
合
が
終
始
な
ご
や
か
に
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

結
局
、
ゲ

ー
ム
は
L
十
・
．回

で
終
了
し
、
A
軍
8
9点
対
B
軍
 

8
9点
の
同
点
と
な
り
、
勝
敗
は

疲
れ
の
た
め
か
、
か
ん
た
ん
な

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
A
軍
優
勝
。
寄

付
総
額
は
、
ヒ
ッ
ト
、
エ
ラ
ー
、
 

三
振
一
回
に
つ
き
丘
十
円
の
寄

付
な
ど
で
五
五
、
四
五
十
円
と

な
り
ま
し
た
。
長
時
問
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。
 

第
ん
回
陸
奥
湾
．
周
駅
伝
競

争
大
会
は
、
十
月
四
H
、
県
内

六
ト
L
全
市
町
村
が
参
加
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。
 

コ
ー
ス
は
、
む
つ
市
運
動
公

園
か
ら
＼H
森
市
の
県
総
合
運
動

公
園
ま
で
の
十
九
区
間
百
八
・
。
。
 

本
町
か
ら
畠
場
し
た
代
表
選

手
ら
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
充

実
し
た
練
習
を
し
て
、
大
会
に

目
 
挑

み
ま
し
た
。
 

昌
 
手
 
結

果
は
町
の
 

一
一
 難
 
部
 
十
三
位
と
、
 

」
 
代
 
川
弁
（
：
ー
L
 

，
 
相
 
位
）
よ
り
順
位
 

）
 
を
見
せ
、
着
実

一
 
に
力
が
向
上
し

ル
 
て
い
ま
す
o
 

キ
 
米

年
以
降
の
 

”
 
成
績
が
期
待
さ
 

‘
▲
 

れ
ま
す
。
 

ト
ま
に
あ
う
か
な
？
 

▲ 「オシリて一打ってもダメ．ク」 

第 5回陸奥湾ー周駅伝大会 

健脚でつなげ 

郷土の和と心 

金木町健闘．1/ 23 位

タイム 6時間49分45秒 

を
上
げ
る
健
闘
 



さ
る
九
月
七
H
、
金
木
地
区

交
通
安
全
協
会
川
倉
支
部
（
其

川
兼
春
支
部
長
）
で
は
、
向
道

の
国
道
翻
号
急
カ
ー
ブ
路
付
近

に
安
全
塔
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

こ
の
塔
は
高
さ
約
五
メ
ー
ト

ル
あ
リ
．
金
木
方
面
か
ら
「
待

つ
ゆ
と
リ
ゆ
ず
る
気
持
ち
が
防

ぐ
事
故
」
、
ま
た
川
倉
方
面
か

ら
は
「
自
転
卓
の
．
．列
連
転
事

故
二
倍
」
と
書
か
れ
て
い
る
の

が
兄
え
ま
す
。
 

塔
が
設
置
さ
れ
た
こ
の
区
域
 

一
，
 

無
事
故
を
願

い
安
全
塔
設
置
 

ー
金
木
地
区

安
協
川
倉
支
部

ー
 

は
、
交
通
量
が
激
し
く
、
白
転

車
で
通
学
す
る
中
学
生
も
多

い

危
険
区
域
で
す
。
 

同
地
区
は
現
在
、
交
通
事
故

死
ゼ

ロ
二
千
H
を
更
新
し
、

金

木
警
察
署
と
地
域
住
民

の
協
力

を
得
て
．
二千
n
を
め
ざ
し
て
い

て
、
会
員
た
ち
は

こ
の
安
全
塔

が
今
後

の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
安
全

運
転
向
上
に
．

役
買
う
も

の
と

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し

た
。
 

，毎
、
 

筆
っ
ゆ
と
nr
ー
軒
 

" ‘ノI 

反射的間~踏込闘間 割動問始 	停 
Q4一O.6t" IQl・Q2"“ 	 へ 
反応詩国（空’屍鍛） 	制動時間“】肋距館 、 

Q
 

路
か
 

週
。
 

盟
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鯉の稚魚 

50,0加尾放流 
~4.4●4'4~4 

姦姦轟姦姦 

芦
野
公
園
内
の
藤
枝
溜
池

に

今
年
も
鯉
の
稚
魚
五
万
尾
を
放

流
し
ま
し
た
。
 

こ
の
放
流
は
、
毎
年
藤
枝
内
水
 

面
漁
業
協
同
組
合

（
外崎
明
組

合
長
）
が
藤
枝
養
鯉
組
合

（
成

田
平
三
組
合
長
）
の
育
て
た
稚

魚
を
、
組
合
の
義
務
放
流
と
し

て
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

晴
天
の
九

月
二
十
‘
H
、
ポ
 

ー
ト
に
分
乗
し
た
組
合
員
が
、
 

体
長
三
ー
五
セ
ン
チ
の
稚
魚
を
 

“
早
く
大
き
く
育
て
・
と
願
い

を
込
め
て
放
流
。
 

元
気
よ
く
水
面
ド
に
消
え
て

い
っ
た
稚
魚
は
、
順
調
に
育
つ

と
三
年
後
に
は

体
長
五
十

ー
八

十
セ
ン
チ
ま
で
成
長
し
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、

同
組
合
で

は
、
内

水
面
管
理
に
気
を
配
っ
て
い
ま

す
。
 

C 叢g 

共同募金運動
実 施 中 

運
転
中
の
考
え
こ
と
は
 

追
突
事
故
の
も
と
 

図 
解 交通安金・バイク編 

追突事故は、スピードを出していなければ大丈夫と思っ

ている人が多いのではないでしようか。確かにスピードの

出し過ぎは危険ですが、それと同じくらい危ないのが運転

中に考えごとをすることです。 

例えば、車間距離を20メートルとり時速30キロで走つて

いたとします。考えごとをしていて、前の車が急停車した

のに気づかず、I秒後にあわててブレーキを踏むとどうな

るでしよう。まず、気づかずにいたI秒間で約8.4 メート

ル、あわててブレーキを踏んでから約15メートル、合計23 
.4メートル進んでやつと上まれる計算になります。この場

合、車間距離が20メートルですから、もし考えごとをして

いなければ、約15メートルで止まれたことになり、追突せ

ずにすみます。ちよつとした気の緩みが事故を招＜という

ことがよ＜分かります。 

停止距臨 

1 O' hIN2.5 	ー 
2O叫 

30叫Uf415m 、 

4 O'J  ii 	I ii \22m  
50咽  14 I 18 	 昭2m  
60呪~ 17 1 27 \1li1  

Lー一俸止距鵡 	 I 

★停止距離は、乾いたアスファルトで注意して運転し

ているとき（反応時問 1 秒）の停止距離で、これが雨

のときはI.5倍、積雪のときは 3倍以上になります。 

編突事故を防ぐには、●スビードを出レ過

ぎないト考えことをしなガら運転しないト車

間距離を十分にとる、を忘れないで＜ださい。 

家藤で kk 



今
年
で
第
九
回
目
を
迎
え
た
 
カ町
総
合
体
育
大
会
4

は
、
体
育

の
日
の
十
月
十
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
、
金
木
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

陸
上
、
 バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
卓

球
、
水
泳
の
六
種
目
の
競
技
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
老
若
男
女
約
七

百
人
が
快
よ
い
汗
を
流
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
喜
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。
 

日川川川川金木だより ④ 



みんなの手で成功させようク 

町民文化祭 産業まつり 
日 	 程 

昭和62年11月2日～4日同日開催 

会 場 
―ーー金木町中央公民館 農業者トレーニングセンターー 

⑤ 金木だより川川川III 	 

昭禾P63年度学生募集 I 
青森職業訓練短期大学校 I 

国民健康保険優良世帯への

感謝状贈呈について 

町では、昨年度（昭和61年 4 Il I 

日～昭和62イr 3 月31日）の加入世帯

で、国民健康保険証を年IIり一度も使

わなかった世帯（医者にかからなか

った世帯）に、10月30日、感謝状と

記念品を贈る事になりました。 

心あたリの方は、10月26日までに

役場保険課へお知らせください。 

e 53_2I1I内 4i21 

町営住宅入居の方へ 
～役場建設課～ 

＠ 町営住宅の無断増築・無断退居

について 

＊増築について 

無届畠による増築については、 

認めておりません。 

現在、無断増築している住宅

は速やかに撤去してください。 

＊退居について 

退居しようとする日から、 5 

II - 7 II Iiiiまでに部屋を整理し、 

役場建設課まで届け畠てくださ 

、  '0  

＠ 町営住宅の電気契約について

近年電気製品の普及が進み、電

気の使川量が増えて、契約量不足

からブレーカーが作動し、停電す

る場合があります。このように不

便を感じて電気を使用している方

は、電気使川実態に応じて契約変

更ができますから、東北電力へご

相談ください。 なお、経費等は人

居者負担となります。 

＠ 台所の雑排水の処理について

台所から“Iる雑排水のパィプが

詰まって、水が流れないと言う苦

情が出ておリますが、これは雑排

水の溜マスに野菜くず等が溜って

起るものですから、年に 2回ぐら  

いトイレの吸み取り時にこの溜マ

スも吸み取るようにしてください。 

巨等陸晦・空士自衛官募集中 
~ 	 ～自衛官募集事務所～ 

自衛隊では、 2等陸・海・空 L自

衛官を募集しています。初任給は約 

11万円で、衣・食・住は無料または

支給、貸与されます。 

詳しくは、役場町民課(合53-2 111 

内線16）または五所川原自衛官募集 

・ド務所（廿35-2305）までおlIりい合

わせください。 

出稼先へのたばこの

送料を負担します 

金木町煙草販売促進協議会（新岡

慶・会長）では、タパコを地元から

買ってIb稼ぎ先へ送るときの料金を

負＃1しています‘ 

詳しいことは、I及寄りの小売店へ

おたずねください。 

ト募集定員 

0機械システム系 	30名 

○電子・情報システム系 40名 

○設備制御システム系 20名

ト推薦入試 

出願期181 昭和62年11月1611 

- II召和62年12月 4 日

選 考 日 昭和62年12月11日

選考方法 調査書、推薦書、小

試験（数学）、面接

選考場所 青森職業訓練短期大

学校 

合格発表 昭和62年12月18日 

昭和63年 1月25H 

- It召和63年 2 月 9 II 

昭和63年 2 月1711 

数学、理科、英語

本校・I讐森・八戸・

弘前・野辺地 

昭和63年 2 月25口 

＊受験料等（昭和62年度現行） 

受験料 12,000円 

入学金 不要 

授業料 年額 167,000円

学生寮 完備（収容人員幼名） 

月額28,000円程度 

＊奨学金制度 自宅外通学者 

11 (i29,700F'J 

自宅通学者 

H額24,700円

※ 詳しいことは、 「昭和63年度学

生募集要項」 に記載してあリます

ので、 ド記の学生課あてに 240 II 

切乎（郵送料）liii封のうえご請求

ください。 

青森職業訓練短iv」大学校 

〒O37 五所川原市飯詰 

か 37-3201 (代) 

選 考 「l 

選考方法 

選考場所 

合格発表

トー般入試 

Ih暇リり川り 

試験 II 

試験科日

試験場所 

合格発表 

〈参 考〉 

＊受験料等

受験料

入学金

授業料

学生寮 
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嘉瀬小学校の校内相撲大会が 9 月17日、同校体 

育館を会場におこなわれました。 
この Iiは、大勢のお父さんやお母さん違がつめ 

かけ、子供達の熱戦に歓声をあげていました。 

終了後の表彰式では学年別男女 1 位～ 3 位の入 

賞者に相撲愛好会よりメダルが贈られました。 

1811市り子供たちの交Jill指導をしてきた婦人交通
整理員の近藤扶美子さんが、 8 月いっぱいで退任

しました。 
‘これに対して喜良iii小‘"iを校では子供たちに “感

謝する心を持ってほしい” と 9 月12日、体有館で 

「みどリのおばさんを送る会」 をおこないました。 

校内相撲大会 
みどりのおばさん 

ありカ とうこ’”ざいました 

秋
の
日
の
一
日
、
山
野
蹴
渉

で
も
と
決
め
こ
ん
で
い
た
日
曜

日
は
、
朝
か
ら
雨
の
つ
ま
ら
な

い
日
に
な
り
無
意
に
過
ご
し
て

し
ま
っ
た
。
 

昼
頃
の
テ
レ
ピ
番
組
で
外
人

女
性
が
日
本
人
の
妻
に
な
リ
、
 

日
本
で
の
生
活
の
感
じ
を
発
表

す
る
と
い
う
番
組
が
あ
リ
ま
し

た
。
外
人
女
性
と
は
思
え
な
い

歯
ぎ
れ
よ
い
美
し
い
日
本
語
で

話
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
 

最
初
の
発
表
者
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
九
州
の
酪
農
家
へ
 
 来

ら
れ
た
方
で
し
た
。
内
容
は

隣
人
か
ら
も
ら
い
物
が
届
く
と

お
返
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
日
本
の
習
慣
に
び
っ
く

り
し
た
と
い
う
。
彼
女
は
自
分

で
作
っ
た
ケ
ー
キ
を
お
返
し
し
た

の
で
す
が
、
す
ぐ
又
お
返
し
が

米
て
、
行
っ
た
り
、
米
た
り
で

困
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容

で
し
た
。
 

今
で
は
、
み
ら
れ
な
く
な
っ

た
が
、
農
家
の
人
は
日
頃
の
感

謝
を
こ
め
て
、
新
米
の
も
ち
米

で
も
ち
を
作
り
親
戚
知
人
に
届

け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
 

校
長
住
宅
に
も
ち
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
お
返
し
に
苦
労
し

た
校
長
も
あ
っ
た
と
か
。
 

二
番
目
の
発
表
者
は
ト
ル
コ

人
、
東
京
在
住
で
、
電
車
の
中

で
、．
女
子
高
校
生
の
会
話
に
理

解
出
来
な
い
H
本
語
が
多
く
て

困
る
と
い
う
。
例
え
ば
 
「い
い
 

ー
い
「う
そ
ー
」
「ほ
ん
と
ー
」
な

ど
、
外
国
人

に
は
ど
う
し
て

も
わ
か
ら
な
い
H
本
語
だ
と
い

う
。
1
1本
に
は
立
派
な
美
し
い

日
本
語
が
あ
る
の
だ
か
ら
外
国

人
に
も
わ
か
る
日
本
語
の
会
話

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
す
。
 

三
番
日
の
方
は
ア
メ
リ
カ
人

で
福
岡
在
住
。
ご
主
人
は
大
学

教
授
。
日
本
に
住
ん
で
五
年
。
 

ま
だ
、
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ
て

い
な
い
。
 老
人
ク
ラ
ブ
で
英
会

話
の
指
導
も
し
て
い
る
。
 「ま

だ
赤
ち
ゃ
ん
、
出
米
な
い
ん
で

す
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
そ
う

で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
彼
女
の

プ
ラ
イ
ド
を
す
ご
く
傷
つ
け
ら

れ
た
思
い
で
、
い
ち
ば
ん
い
や

だ
と
い
う
。
 

又
、
あ
る
時
だ
ん
な
さ
ん
が

知
人
に
「
私
の
グ
サ
イ
（
愚
妻）
 

で
す
」
と
紹
介
し
た
そ
う
で
す
。
 

彼
女
は
、
ど
う
し
て
も
、
 「グ

サ
イ
」
の
意
昧
が
わ
か
ら
な
く
、
 

夫
に
そ
の
事
を
尋
ね

た
ら
、
 

「
日
本
で
は
、
謙
遜
し
て
、
白

分
の
妻
を
愚
か
な
妻
で
す
。
と

紹
介
す
る
の
だ
よ
」
 

「そ
れ
で
は
、
私
は
あ
な
た
を

紹
介
す
る
と
き
は
？
己
 

「私
の
、
王人
で
す
」
 

「私
の
国
で
は
、
私
の
可
愛
い

妻
で
す
。
と
紹
介
す
る
わ
」
 

2
1世
紀
を
展
望
し
た
教
育
を

と
盛
ん
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

海
外
協
力
や
国
際
社
会
人
た
る

こ
と
も
強
澗
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

県
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
ん
な

こ
と
か
ら
外
国
語
指
導
助
手
に

八
名
の
外
国
人
を
招
き
、
外
国

語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
 

九
月
二
十
八
H
、
本
校
に
オ
 

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
畠
身
の
ア
ン

・

シ
ェ
リ
ッ
フ
と
い
う
女
性
の
指

導
助
手
が
米
校
し
、
三
時
間
授

業
し
て
載
き
ま
し
た
。
昼
休
み

に
は
、
校
長
室
に
た
く
さ
ん
の

生
徒
た
ち
が
集
っ
て
の
フ
リ
ー
 

ト
ー
キ
ン
グ
。
英
語
と
日
本
語

と
津
軽
弁
の
チ
ャ
ン
ポ
ン
で
も

通
じ
た
よ
う
で
彼
女
は
と
て
も

満
足
の
様
子
で
し
た
。
 

彼
女
の
雌
は
H
本
人
。
H
本

語
も
少
し
は
話
せ
る
。
日
本
の

好
き
な
食
べ
も
の
は
寿
し
だ
と

い
う
。
 

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
の
金
中

生
を
眺
め
て
金
中
を
頼
も
し
く
思
 

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
外
 

国
語
に
も
強
く
な
け
れ
ば
と
思
 

い
、
 
．方
で
は
、
美
し
い
H
本

・
 語

を
話
せ
る
日
本
人
で
あ
り
た

い
と
も
感
じ
る
二
日
間
で
し
た
。
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教育随想 

  

一 喜 谷 
レし 
．】J. 金木中学校長 
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児
童
家
庭
福
祉

対
策
 

1
、
母
子
保
健
対
策
・
・
妊産
婦
健
診
、
乳
児
健
診
、
 

三
歳
児
健
診
な
ど
 

2
、保
育
対
策
・
・
良
育所
の
整
備
運
営
 

3
、児
童
健
全
育
成
対
策
・
・
克童
館
・
児
童
遊
園
の
 

設
置
普
及
、
児
童
手
当
の
支
給
な
ど
 

4
、心
身
障
害
児
対
策
…
心
身
障
害
児
施
設
の
整
備
 

運
営
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
な
ど
 

5
、精
神
薄
弱
者
対
策

・
・病
神
薄
弱
者
関
係
施
設
の
 

整
備
な
ど
 

6
、母
子
家
庭
対
策
・
・
克童
扶
養
手
当
の
支
給
、
田
 

子
福
祉
関
係
施
設
の
整
備
運
営
な
ど
 

7
、寡
婦
対
策
・
・
寡
婦
福祉
資
金
の
貸
し
付
け
な
ど
 

児
童
福
祉
関
係
法
令

①
児
童
福
祉
法
 

②
精
神
薄
弱
者
福
祉
法

③
児
童
扶
養
手
当
法

④
母
子
お
よ
び
寡
婦
福
祉
法

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の

支
給
に
関
す
る
法
律

⑥
母
子
保
健
法
 

⑦
児
童
手
当
法
 

児童福祉関係の 

ご相談は役場民生課ノ＼ 

公 53 -2111 
内線18 

⑦ 	金木だより111111川11111 I 

隣つの時代も子供たちとともに・・・ 
児童福祉法制定如周年 昭和22年に児童福祉法が制定されてから、今年でち

ょうど40年が経ちました。この法律は、 噂児童の福祉

を保障する“ ことを目的に定められたもので、18歳未

満のすべての子供を対象としています。 そして、現在

約3,124万人一全人口の 4 人にI人が、その対象．と

なっています。 

児童福祉法とその関連法令は、わたしたちの生活の

なかでどのような役割を果たしてきたのでしょうか。 

40年の歴史を振リ返りながら、その現状と将来を見

ていきましょう。 

急
が
れ
た
戦
災
孤
児

の
救
済
・
保
護
 

福
祉
な
く
し
て
成
長
な
し
 

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
施
設
の
充
実
を
 

戦
災
孤
児
や
保
護
の
必
要
が

あ

る
児
童
だ
け
を
対
象
に
つ

く
れ

ば
よ
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
意

見
も
だ
さ
れ
ま
し
た
。
議
論

の

結
果
、
 
「
金
児
童
を
対
象
と
し
、
 

一
般
的
保
護
を
中
心
」
と
す
る

法
律
と
な
り
、

目
的
の
趣
旨
も
 

「
児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る

」
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

、」
の
よ
う
な
時
代
背
景

の
も

と
に
、
昭
和
二
十
二
年
、
 
「
児

童
福
祉
法
」
が
制
定
・
施
行
さ

れ
た
の
で
す
。
 

へ
の
時
代
 

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
だ
い
ぶ

豊
か

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴

い
児
童
福
祉
も
基
礎
が
周
め

ら
れ
、
大
き
く
進
展
し
ま
し
た
。
 

治
療
か
ら
予
防
へ
、
さ
ら
に

は
健
全
育
成
へ

の
第

一
歩
を
踏

み
だ
し
た
時
期
と
い
え
ま
す
。
 

▲昭和30年代、歯の集団
検診を受ける子供たち 

鵬
観
【
 
戦
後
は
ク
浮
浪
児

4
 

舶
照

と
呼
ば
れ
る
戦
災
孤
児
 

A（
『
 が
、
ち
ま
た
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
昭
和
一
一

十
年
九
月
、
国
は
 
「戦
災
孤
児

等
保
護
対
策
要
綱
」
を
決
め
、
 

月
平
均
千
人
前
後
の
戦
災
孤
児

を
施
設
に
収
容
・
保
護
し
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
 

児
童
保
護

に
関
す
る
新
し

い
法

律
の
制
定
が
急
が
れ
た
の
で
し

た
。
 

さ
て
、
そ
の
新
し
い
法
律
は
、
 

治
療
か
ら
予
防
 

昭
和
二
十
年
代
の
児

童
福
祉
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
応
急
的
な
援
 

護
や
戦
後
処
理
に
追
わ
れ

て
い

た
と

い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
三
十
年
代
に
入
る
と
、
 

「
神
武
景
気
」
や
「
岩
戸
景
気
」
 

な
ど

の
経
済
成
長
に
よ
っ
て
、
 

昭
和
四
十
年
代
に
入

る
と
、
福
祉
が
政
策
の

基
本
課
題
と
な
り
、
大

き
な
意
味
を
も

つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
 
「福
祉
な
く
し
て
成

長
な
し
」
と

い
わ
れ
た
の
も
こ

の
こ
ろ
で
す
。
 

こ
う
し
た
な
か
で
児
童
福
祉

は
、
心
身
障
害
児
対
策
と
母
子

保
健
対
策
が
拡
充
さ
れ
、

児
童
 

難
 

?
 蹴

 

現
在
、
児
童
福
祉
は
 

琳
 

mル
童
福
祉
法
を
含
め
た

和
 

昭
 

七
法
令
に
よ
る
七
対
策

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十

一
年
度
の
児
童
福

祉
関
連
予
算
は
七
千
五
百
三

十

九
億
円
で
し

た
。
こ
の
な
か
か

ら
乳
幼
児
検
診
や
保
育
所

の
整
 
 手

当
の
創
設
や
保
育
対
策
の
強

化
等
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
 

四
十
年
代
の
福
祉
拡
充
に
は
社

会
福
祉
施
設
緊
急
整
備
五
カ

年

計
画
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
大

き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
児
童

館
や
児
童
遊
園
と
い
っ
た
施
設

が
、
こ
の
計
画
に
よ
っ
て
整
備

さ
れ
た
か
ら
で
す
。
 

備
、
児
童
手
当

の
支
給
な
ど
が
 

1
1わ
れ
て
い
ま
す
。
 

四
十
年
前
と
比
べ
、
時
代
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
の

時

々
に
応
じ
て
児
童
福
祉
も
改

善
さ
れ
、
新
規

の
事
業
が
加
わ

り
、
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
将
米
も
社
会
情
勢

の
変
化
 

に
伴
い
、
児
童
福
祉
は
さ
ま
ざ

ま
な
対
応
を
し

て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
に
も
、

よ
り
き
め

細
か
な
施
策
の
整
備
・
運
営
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
 

昭和30年代 

昭和40年代 



9 月3011現在 liiiイ刊司月上ヒ 

男 	6,663 - 75 

女 	7,209 - 98 

計 	13,872 	- 173 

世帯数 3,917 - 4 

人
ロ
と
世
帯
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昔
は
乳
幼
児

の
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
 

診
断
が

つ
い
て
も
必
ず
し
も
手

術
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
 一
部

は
生
後
一
ー

二
年
の
間
に
、
自

然
に
治
る
も

の
が
あ
る
事
や
、
 

あ
ま
り
幼
い
子
に
手
術
を
す
る

の
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
考
え

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
 

最
近
で
は
、
生
後
三
カ
月
を

過
ぎ
た
子
供
で
は
、
診
断
が

つ

い
た
ら
そ
の
時
点
で
手
術
を
行

っ
た
方
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
小
児
の
そ
径

ヘ
ル
ニ
ア
は
、
年
齢
が
幼
い
ほ

ど
巌
頓
（
脱
畠
し

た
腸
が
も
ど

ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
事
）
す

る
こ
と
が
多
く
、
 一
歳
未
満
で

は
そ
の
二
t

二
割
が
巌
頓
を
起

こ
す
と
い
わ
れ
、

緊
急
手
術
に

な
る
場
合
も
あ
る

か
ら
で
す
。
 

戸
籍
の
窓
 

九
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

小
野
 
甲
菜
 
春
光

吉
田
 
昂
世
  
幸
治

伊
丸
岡
千
穂
 
伸
彦

鎌
川
 
美
保
 
山
弘

秋
元
 
拓
真
 
秀

康

古
川
 
慎
‘
一
 
 
篤
紀

大
橋
 
美

保
 
優
 

中
谷
 
E

吾
  
金
義

臼
川
美
貴
洋
 
六
助
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
牧
川
 
中
彦
（
道
人
）
岩
手
県
 

「
大
橋
堆
香
子

（
陸
夫
）
喜良
市
 

(“
軸
鑓
轄
 

（」
「」
“騒
醸
柳
 

霧
無
謎
籍
 

無
熱
競
籍
 

羅
覇
）
環硝
 

(）
針代
「
い
穀
 

露
新
織
器
」
 

霧
徴
難
  
涛
浦
町
 

藤
 
枝
 

嘉
 
瀬
 

無
」
m
」
チ
 

 金 
木
 

、
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!
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一
 

一
 

《
 

!
 

一
 

《
 

一
 

一
 

一
 

《
 

邸
転
醜
慧
 

（
「
「
気轟
「
「
m
 

お
＜
や
み
 

ソ
レ
 

、
ノ

恵
子
 

み
き
  

7
2歳
 

ア
イ
  

4
3歳
 

徳
衛
  

6
3歳
 

泉
谷
米
太
郎
  

8
3歳
 

生
玉
 
良
能
  

6
3歳

米
谷
 

ゆ
わ
 
加
歳
 

相
馬
 
《男
古
  

7
5歳
 

カ
お
は

よ

う

4
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係 か ら 

皆さんからのご意見を広く募集し

ています。 

●役場に対すること 

●町内に関すること 

●身近な話題 

●アイデア 

その他なんでも投書してください。 

投書は、庁舎内の投書箱を利用す 

るか直接郵送してください。 

〈送り先〉 

金木町役場 

企画室広聴係あて 

※金木だよりに掲載もありますので 

町内・氏名は必ず明記し、匿名の 

場合はその旨をお書きください。 

又
、
麻
酔
も
進
歩
し
安
全
と
な

り
、
背
使
っ
た
ヘ
ル

ニ
ア
バ
ン

ド

（
脱腸
帯
）
で

は
、
必
ず
し

も

ヘ
ル
ニ
ア
の
脱
畠
や
巌
頓
を

防
止
で
き
な
い
た
め
に
、

最
近

で
は
使
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

子
供
が
泣
い
た
時
な
ど
、
腹

に
力
が
入
っ
た
時
に
、
大
腿
の

付
根
の
す
こ
し

上
の
部
分
（
そ
 

径
部
）
が
膨
隆
す
る
よ

う
で
あ

っ
た
ら
、
外
科

の
方
へ
相
談
に

米
て
下
さ
い
。
 

大
人
の
場
合
は
、

自
然
に
治

る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
 

あ
る

の
は
朕
頓
の
危
険
だ

け
で

す
の
で
、

手
術
を
し

た
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。
 

金木病院力ルテ⑩ 

脱腸（そ径ヘルニア） 

について 

金木病院外科 八 鍬 

嘉
 
瀬
 

《け
 
H
 

喜
良
市

嘉
 
瀬

金
 
木

金
 
木

喜
良
市

川
 
倉

金
 
木
 

はじめまして 
里菜ちゃん 

8 月22日生まれ 

体重 2,940グラム 

嘉 瀬 

小野 春光さんの長女 

~●…～~●メ 

斎 津 西 山 今
藤 島 深 川 

34 81 
歳歳 

喜
良
市

川
 
倉
 

金川 喜 金 金 金 金 
良 

木倉市木木木木 

「あ
い

さ
つ
運

動
」
廿
金
木
町教
育
委
員会

廿
 

o

朝
お

き
た
ら
家

族
で
 

o

道
で

出

あ
っ

た

人
に

も
 

ク
お
は

よ
う

4
 

o

学

校
で
、

職

場
で
 

カ
お
は

よ
う

4
 


